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最近の日立エレベータの標準運転方式に就いて
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Abstra(:t

Theoperatingsystem for elevatorsis selected depending on the kind of buildimg,

the frequency of tra餌c,the purpose for which the elevatorisintended,etC.Hence,

to丘t each conditiongiven above the elevators are diversifiedinto so many a type

and sortfrom15～20m/min freightelevators to120～150m/min passenger elevators,

and sois the casewiththe operating system used for each of such elevators,With

a trend to the preference for the more complicated system.

Classifiedby the operator,the followlng four systems are basic and Hitachisup-

pliesa rich variety of elevators controlledby the mostappropriate type ofoperating

SyStem.

Thewriterdetails the features andmerits ofthe following as a convenientguide

to elevator plannlIlg.

(1)For operator's drive-Car Switch corltrOl,reCOrdcontrol,Signalcontrol,Orderly

Slgnalcontrol.

For passenger's drive-button switch comtrol,COllective control.

For both operatOr's drive(in certain service time)and passenger's own

drive(in off-SerVice hours)一dualcontrol,Car SWitch collective control.

(4)For both passenger's own drive(in ordinary hours)and operator's drive

(in rush ho11rS)qsignalcollective control.

ある合三郎勺自動 転を行う方式等多和多様である｡尚こ

〔Ⅰ〕緒 盲

エレべ←タは､ビルディングの縦の交通機関としてな

くてはならぬもので､そのビルの種

員､交通状況､並びに用 等により､

度､必要台数が決められ､それに最も

が選定されている｡

この

､階床数､収容人
その容量､走行

合した運転方式

振方式ほ､毎分15～20m級の荷物取扱者が運

転する貨物エレベータあり､毎分45～60m放で小事務

所やアパート等の乗客が運転する乗用ユレべ←タ､更に

大ビルで毎分120～150In級のエレべ←タを数台並設し

で専属運転手が運転し､日動出発信号装置により､統制

日立製作所日立国分分工場

れを運転者から分類すれば､

〔1)専属運転手付で 転するもの､

〔2)乗客が運転するもの､

(3)通常ほ専属の 転手で､閑散時には切替えて乗

客が運転するもの､

〔4)通常は乗客が運転し､混雑時のみ切替えて特に

手付とするもの

の四種類に大別され､近時特に(3)(4)の 転手付と乗

客運転の自動とを､随時切番え得る方式が要望されつゝ

あり､その運転方式は益々高級なものとなってきている｡

日立製作所では永年の研究により､これらあらゆる建

物に適応したェレべ←タの各種運転方式を確立し､江湖
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の好評を侍しているので､以下その概要とそれぞれの特

長を述べたいと思う｡

〔ⅠⅠ〕単純な運転方式

(l)カースイッチコントロール

運転手付のエレベータとして最も一般的の運転方式で

小､中建物→般及びデパー斗等広範囲に使用されている｡

転手ほケージの運転盤上のカJハンドルを操作して

エレベータを起動させ､目的階床の略々一階床手前附近

でハンドルを して､次の階床にエレベータを自動着床

させる｡従ってパネル扉付エレベータでは､ケージの位

置が常にわかるカーポジションインヂケータを備えてい

る｡これは各階ホ←ル呼の昇(緑)､降(赤)表示ランプを

設けたアナソセ←タの中央に配列して見易くしている｡

(第l図)

最上最下階では､ホールのインヂケ←タの矢印方向灯

ほ自動的に切替えられる｡又これらの階床でほ､ 転手

第1図 ア ナ ン セ ← タ

(カ←ポジションインヂケ←･タ付)
Fig.1.Annunc王ator

(withCar Po3ition工ndicator)

が誤ってカトハンドルを戻し忘れても､自動的にエレベ

ータを停止せしめる｡交流二速度､及び直流エレベータ

に放ては､点検その他必要に応じて低速度運転も可能で

ある｡

日立カ←スイッチコントロ←ル方式の標準ほ次の如く

である｡

(A)貨物エレベータ(交流一速度､二速度制御)

倉庫その他巾建物をこ使用される貨物エレベータ用の運

転盤(第2図)は､取攻上頑丈なカ←ハンドルを備えて

いる｡

先づ手動で扉を閉めてから､回転型のカ←ハンドルを

右(昇)又は左(降)に回せばユレべ←タは直ちに起動す

もの付扉動 のは､カーハンドルの第一ノヅチで扉

が自動的に閉り､第ニノッチでエレベータは起動する｡

度制御のエレべ←タでは自動着床とせず､荷扱者の

熟裸技能により､頃合いを見てカーハンドルを戻して着

床せしめる｡台ヰを ぶェレベ←タ等は特にこの床狂い

が間置になるが､簡単な一速度エレベータでほ自動的な

床合せは無理なため､所謂インチングを行い､カーハン

ドルを右又は左に極く僅か回しつゝエレベータを寸行し

て床合せをやる｡

置としてほシングルフラッシュライト型で､ラ

ソプとブザ←によりホールの呼に応じ､最上､最下階に

て手動的に釦を押して信号ランプを消す方式で､ホール

のインヂケータほ機械的表示(第3図)を標準としてい

る｡

(B)乗用エレべ←タ(交流二通産制御)

中建物の事務所､銀行､病院等の一般乗客用エレべ←

タ向で､先に太詰り)にて述べた如く日立二速度エレべ-

第2園 貸物エレべ←タ用運転盤
Fig.2.Operating Board for Freight

Elevators

第3図 貸物エレベータ用インヂケ一夕

Fig.3.Indicator for Freight Elevators

タは特にその着床性能が著しく優れており､毎分 75m

の交流エレベータとしては最高速度のものが出来る｡そ

の運転方式も又独得のスマートなダブルレバー式の運転

盤第4図を採用している｡運転盤には運転手以外みだり

に操作出来ないようにキ←スイッチを設け､特定のキ←

でONに切替えれば 源表示灯が点ずる｡運転手は乗客

の要求又は信号に応じ､ダブルレバ←式のカ←ハンドル

の右側(昇)又は左側(降)を押L下げれば､電動扉が

自動的に閉って後エレベトタは起動する｡このレバーハ

ンドルは内部で機構的にインタ｢一口ヅクされていて､し

■
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第4図

Fig.4.

ダブルレバー式乗用エレベータ用運転盤

Double LeverTypeOperatingBoard

for Pas3enger Elevators

第5図

Fig.5,

交流二速度エレベータ用制御盤

ControIPanelfor A.C.Two

Speed Elevator

かも混雑時に運転手が押されても､操作レバーには触れ

ないように中間セパレータが実用している｡

ビルの性質上エレベータ運転が途中階反転を比較的多

くする場合に好適であって､この途中階よりの方向転換

は石､左のレノ㍉-ハンドルの操作のみで自由自在に行え

る｡

信号装置としてほダブルフラッシュライ
､ラン

プとブザーによりホ←ルの呼に応じ､この呼ランプほそ

の呼に答えてエレベータが停止し､次にⅢ発すれば自動

的に消える｡第5図は本∴速度制御エレべ←タの受電盤

及び制御盤を示す｡

(C)乗用エレベータ〔底流可変電圧制御〕

大建築の

最下階のタ

鶉所､デパド1､等のエレベータで常に最上

レーノナ､､ヽ｢

る｡運転手は

のに向く 方式であ

第`図〕上のMG用のキースイブ

第6図 シングルレバー式乗用エレべ←タ用

運転盤

Fig･6.Single LeverTypeOperatingBoard

for Passenger Elevators

▲

▼

第7図 ホ ← ル 釦

Fig.7.Ha11Iiutton
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第8図 乗用エレベータ用インヂケ←一夕

Fig.8.Indicator for Passenger Elevators

チをONに切替えれば､MGが起動して表示灯が点ず

る｡カ←ハンドルはシングルレバー式で､レバ←の左右

に昇､降用の ⑥⑲を並設してある｡通常ターミナル運

転を行う時は最上､最下階で自動的に運行方向が切替え

られるので､運転手ほ常にレノン-ノ､ンドルを押し下げる

だけで が自動的に閉まりェレべ←タほ起動する｡

の噂ほ着床100-150mmのところで電動扉は自動的に

開き始め､停止時には1/2～3/4臣恥､て直ちに乗客が降

りられる｡

稀に途中階から方向転換したい時は､その階床で⑥又

は⑲釦を押せば､ケージのアナソセ一夕､ホ←ルのイン

ヂケトタの矢印方向灯ほ同時に切替り､エレべ←タの

行方向も変る｡

信号装置ほダブルフラッシュライト型の自動復帰式を

標準とする｡
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(2)ボタンスイッチコントロール

乗客が運転するエレベータの中最も簡単な運転方式

で､ホールの呼に応じて自動的にエレベータがその呼ん

だ階床に来て停止し､ドア←が開く｡乗客が乗り込んで

ケージ内の運転盤(第?図)上の行先階床釦を押せばド

アーが閉まり､エレベータは目的階に至って扉は自動的

に開く｡

最初に呼に応じてエレべ←タが運転し始めれl･ま､次に

停止し､再び扉の閉まる迄は他の一切の呼に応じる事が

ない｡従って先の呼による運転が終ってから再度呼

ばねばならぬ｡他に呼がなければ､エレべ←タほその儀

階床に待機している｡その階床に停止しているエレベー

タに乗る時扉が閉まっておれば､地階から乗る時と同輩

その階床のホール釦を押せば自動的に扉ほ開いてケ←ジ

に乗り込める｡

ケ←ジ扉にはセーフティシューと呼ばれる安全装置が

付いていて､閉りつゝある扉に乗客又は荷物が触れた場

合は､直ちに後退して全開するので不馴れな乗客に対し

ても安全である｡

日立ボタンスイッチコントロ←ル方式の標準は次の如

くである｡

(A)貨物エレべ←タ〔交流一速度､二

倉庫などに使用される貨物エレべrタで､

度制御)

動扉付き

のものは､エレべ←タがその階床に停止と同時に扉が開

くが､更に一定限時後日動的には閉らない｡運搬者が台

軍或ほ荷物を積み終ったら､ケ←ジ内の行先階床釦を押

し､扉を自動的に閉めてエレベータを起動する｡ケ←ジ

から降りて用済後は必ずその階のホール釦で扉を閉め}

置かねばならぬ｡このオン-ル釦は一つ釦でゲ←ジが地階

におる時ほ呼吉釦となり､ケ←ジがその階に停止してt･､

バ扉が開いておる時は閉め釦､ カ謹F 閉まっておる時は開

き釦の役目をす卑｡従ってこの釦を長く押し続けると扉

は一旦閉ってから2～3秒後又開くので､閉める時は一

寸押し､扉が動き始めたら釦を放せば艮い.｡若し を閉

め忘れた時ほ他階からの呼にエレべ←タが応じない｡こ

の場合他階から呼べばケージ内のブザーが鳴って注意を

与える｡

(B)乗用エレベータ(交流二 度制御〕

アパート､ホテル､病院､小事務所等相当広範囲に使

用されるこの方式の乗用エレべ←タは､ ユレべ

←タがその階尉こ停止すると同時に開いて一定時限後ブ

ザーが鳴り次に扉が閉る｡従って乗客はその間に乗り降

りする｡ 院の患者用エレベータ等で､環台車の出し入

れに比較的長時間かゝるような特殊な場合ほ､エレべ←

タが停止しておる階床のホール釦を押し続けるか､セー

フティシューを手で押えておるか､ケ←ジ内のOPEN釦

第9図

Fig.9.

ボタンスイッチコ∵ントロ･--ル用運転盤

Operating Board for Button Switch

Control

を押しておるか､これ等の何れでも 動扉は開いた健と

なっておる｡この操作を止めれば扉は閉る｡

或階床にケージが停止して相済後は 動扉は､自動的

に閉まりその階床で､次の呼を待機している所謂乗り捨

て式エレべ←タである｡

(3)デュアルコントロール

木方式ほ通常ほ するカースイッチコント

ロールとし､閑散時にはケージ内の切替スイッチにより､

乗客が運転するボタンコントロールの両方式の運転が可

能な便利な方式である｡従ってケ←ジ内には両者用の運

転盤が設けてある｡

中建物の事務所､銀行､ホテル､病院等中速度のエレ

ベータとして最も多く用いられる運転方式である｡

〔ⅠⅠⅠ〕高級な運転方式

(り レコードコントロール

運転手付のエレべ←タで比較的高速度のものに適用す

転方式で､カ←スイッチコントロトルに比し､運転

手が神経を使わないで容易に運転が出来る｡

中建物の事務所､銀行等で一台宛単独設置する毎分

105～120m級の高級エレべ←タ向である｡

転手はケージ内乗客の停止要求及びホ←ルの待客の

呼によるアナンセータの表示に対し､ケ←ジ内運転盤(第

10図)上の行先階床レコード釦を押すことにより､エレ

ベ←タを目的階に停止せLめるものである｡このレコー

ド釦は一旦押せば 磁的に僅持され､エレべ←タが停止

と同時に復帰する｡又押し間違えた噂ほ釦を引き戻せば

レコードは簡単に解消出来る｡運転方式はシングルレバ

式で 中反転の碍は⑥⑳釦を併用する｡

通常ターミナル運動を行うエレベータにては､ にレ

メ㍉-ハンドルを押し下げるだけで尿が自動的に閉まって

エレベータを起動する｡一旦レコード釦を押しておけば､

そのレコードの後先(アトサキ)には関係なく階床の順に
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第10図

Fig.10.

レベー タ の榛準運転方式に就いて 1703
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レニ了･--ドコントロール用運転盤

Operating Board for Record

Control

順次停止するから､運転手ほ神経を使わない､-.従って特

度エレべ←タでカ･-･一′､ンドルを戻L連れて､停止

階床を誤って通 してLまうようなミス

運転盤上のレコード釦は

ー∨

な十人魁

準として最上最下階川のも

のほないが､エレベータほ両端階で必ず甘動的に停止し

て運行方向を切替え､ホールのインヂケ←タの矢印方向

灯をも切替える∴途巾階から方向変換したいl は⑥⑲

を押す｡

地下階のあるエレベータで一平常ほ1階が基準階となつ

ていて､最上階との間をタ← レノナ

､
､
ヽ うものは､

1階の釦にロ､ソク装置を附加して一々押す繁雑さを省い

ている｡

すiさ号置ほダブルフラッシュライト型を標準とし､カ

トポジションインヂケ←タは､ケ←ジの出入口←Fl央上の

乗客の見易い位置に取付けてある､つ

(2)シグナルコントロール

運転手付の高 度エレべ←一夕の運転方式として最も高

級で自動化された便利な方式で､大建築のビルに最適で

ある｡カースイッチコントロールに放ける乗客の停止要

求を日動化したものがレコ←ドコこ/tロールであるが､

更にホールの行者の呼に対する停止要求をも自動化した

ものが本シグナルコントロ←ル方式であるこ.

カーハンドルは乗用シングルレバ←式のカースイッチ

コン∵トー}←ルカ式と同様で⑥⑳釦を併用Lている｡乗客

の停止要求ほ､運転寸が 転盤(第11図)上の行先階床

レコ←ド釦を押すことにより行い､ホールの呼に対して

は運行方向と同方向のものほ､その呼の後先に関係なく

要求停止階床の順に､順次停止して行く｡運転方向と反

対方向の呼に対しては､一旦終端迄行きその帰りに必ず

第11図

Fig.11.

シグナルコントtl･--ル用達転盤

Operating Board for Signal

Control

応じて停止する｡従って運転手は高速度エレベータでも

極めて気軽に神経を使わず

通常タ←ミナル

笑な運転が出

転を行うことを原則としており､運

転盤上のレコード釦ほ最上､最下階用はないが必ず停止

して切替えられる点､ 中階よりの反転､基 階を設け

るエレベータのレコード釦をロックすること等ほレコー

ドコン†下,･-ル方式と同じである｡

シグナルコン1､ロ←ル方式は一般にエレベータを2台

以上並設するときに､

乗客輸送が出

もその真価を発揮して効果的の

る｡)即ちホトルの待客の呼に対する指令

は全ケ←ジ共並列に接がれておるので､一努に呼のあつ

た階への停止指令が出る｡この指令により同方行に遅行

L-ているエレべ←タ小､最初にその階床に近づいたェレ

べ←タのみが､その呼に対し自動的に応じて逸早くその

呼を満たす｡従って遅れて来たエレベータは停止せずそ

の債通 して､ 同右に次の呼に応ずることになるので､

一人の待客に対して 2,3台のエレベータが停止するこ

とはない｡又既に他のエレベータが待客を乗せた後に待

客のいない階に無駄な停止をすることもないので､極め

て偉率的で迅速なサトビスが貼来るし.第12図(次頁参照)

は2台並列のときの受電盤､信号盤､制御盤を京す｡

信号装置としては､ダブルフラッシュ塾を標準とする

も､低階床に停止しないエレベータなどでは時に単に△

∇のコールサイン灯で､階に待客があことを昇降別に表

示することもある｡荷ナイトサービス付のエレベータで

ほ､切替スイッチをDAYからNIGHTに切番えるこ

とにより､ホールからの呼に対してブザーを鳴らして運

転手に知らせる｡

に最高呼自動反転方式付のものは､閑散時にエレべ
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第12図 2台並設のシグナルコントロ←ル用受電盤､

Fig.12.Receiving,Signaland ControIPanels for

Two ParalleトInstal1ed Elevators

トタを必ずしも最上階まで運転しないで､ケ←ジ内の乗

客が全部降りて空になり､且つ上階に待客がいない場合

は､エレベータは直ぐその階から反転して下降する｡運

転手は単にレバーハンドルを操作して起動するだけで常

に最短経路を経て秩序正しい運転を行い､乗客､待客が

全然無くなればェレべ←タは基準階に戻り､扉を開いて

待機する｡

ホール釦に応答ランプ付(第13図〕のものほ待客が釦

を押して呼ぶと､直ちにケ←ジ内のアナンセ←タの信号

ランプと同時にホール釦内のランプが点じて応答する｡

備着床ゴング付のものほ､エレベータがその階床に着床

するときざングが鳴って､待客にケ←ジが着いたことを

知らせる｡

満員の時ほ運転手はアナンセrタを見てホ←ルに呼が

あっても､運転盤上の PASS 釦を押せばその階の呼を

→時無効に出来る｡

(3)コレクチブコントロール

乗客が運転するエレベータでは最も高級な運転方式

で､ボタンスイッチコントロールと同様q~1事務所､病院､

アパート 木方式のエレべ-タの需要ほ多い｡

コレクチブコントロールはボタンスイッチコン1､ロー

ルより進歩改善された所謂乗り合せ式のエレべ←タコソ

トロール方式である｡同方向の呼に対してはそのホ←ル

の呼及びケージのレコ←ド釦の後先には関係なく､飽く

まで停止要求階床の脚こ､順次停止起動を振返して､運

転されるもので輸 い｡即ち木方式でほエ

レベータの∋墜行方向と同方向の呼には､たとえ 中でも

位置的に間に合えば､惜床順に順次停止して待客に応じ

●
､

信号盤及び制御盤

SignalControlof

▲

第13図

Fig.13.

応答 ラ ン

HallButton

プ 付 ホ ー ル 釦

with ResponseI.amp

ホール釦は昇､降の二点釦で方向性があり､運行方向

と反対方向の呼には一時応じない｡然し勧こその前方に

呼が無くなれば､エレベータはその階で最高呼自動反転

して､反対の前の呼にも応ずる｡木方式のエレべ←タは

ボタンスイッチコン1ト∇トール方式と同様乗り捨て式で

あって､ケ←ジは或隋床に停止すれば扉ほ自動的に開い

て､一定限時後続の呼がない時i･ま自動的に扉を閉めて

〔直流可変 圧制御では更にM-Gも停止せしめて)乗

り捨てられた暗に待機する｡

運転方法は待客がホ←ル釦を押せば､ケージがその階

に英て首動的に扉が開く｡一定限時後ブザ←が鳴り扉ほ

閉るから､その間に待客はケージに乗り､目的階床の行

先レコ←ド釦を押してェレべ←タを起動させる｡このケ

←ジのレコ←ド釦は階床数だけあって電磁釦である｡

ケージ扉にはセーフティシュ←が付いてある点､運転

盤のOPEN釦､ケージが停止しておる階床のホ←ル釦

の掃作ほ､ボタンスイッチコン∵卜t}←ル方式と同様であ

る｡

〔4)カースイッチコレクチブコントロール

ヂエアルコントロ←ルと同様､通常は運転手がカース

J
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第14図 直流可変電圧シグナル/コ∵ントロール用

フロア←コントロrr-ラ←(正面､背面)

Fig.14.Floor Controller forI).C.Variable

Voltage SignalControl(Front and

BaclくView)

イッチコントロールで運転L､閑散時にケ←ジ内の切替

スイッチにより乗客 転する準コレクチブコン1卜Yい-ル

の両方式の運転が可能である｡ コレクチブにした時は

ケ←ジ内の行先釦とホールの呼釦により 転する｡ジコ

アルコン1､ロールと違い､これらの呼は同時に多数レコ

ードされオン一ルの呼ほ昇､降二釦なるも､その区別がな

くなる｡従って何れの釦を押Lても必ずその階に来てエ

レベータは停止する｡又ケ←ジの行先釦及びホールの呼

の後先には無闇係匿､停止要 隅床の順に､順次停止す

るのでジュアルコン1､ロールより陵利で遥かに輸 力が

高い｡

今上階の呼に応Jて上手巨トのエレベータに､中間臓よ

り下降する侍客がホ←ル釦を押せば､エレベータは上昇

方向なるも停止するしつ待客は下降であるがこれに乗り､

自分の行先釦を押せば､エレべrタほ一且上階迄行き､

自動反転して目的附に至る.-､ケ←ジ及びホールの呼がな

くなれば､最後に呼のあった階でェレべ←{タは停_Lトニした

倦の乗り捨て式である亡.

物の事務所で昼間は 転手付とL､夜間等閑散な

利用度に放て､F~-1劫に切替えて使印するェレべ←タに好

適である｡

(5)シグナルコレクブコエントロール

凍方式は通常は乗客がコレクチブコソトロドルとして

転し､混雑時のみ運転盤上の切替スイッチで

のシ′グナルコントロ←ル

転手付

転に切召えるものである｡

中建物の銀行､アパ←ト､その他事務所用エレべ卜･タ

として好適で近時その需安も多い｡

前述(2)(3〕のシグナルコン∵トート←ル､コレクチブコ

ソトロールの両者を完全に其偏する殻高級□動 転方式

とも称すべきものである.｡第17図(次頁参照)ほ木方式で

藁匡転手付のとき って以下説明すれば､ノ今ケー

第15図 シグナル/ヨレクチブコントロ←ル用

運転盤

Fig･15.Operating Board for SignalCol-

1ective Control

第16図 交流二速度シグナルコレクチブコソ

トロール用フロア【コントロー7レ

(正面､背面〕

Fig.16.Floor Controller A.C.2 Speed

SignalCollective Control〔Front

and Bacl【View〕

ジほ1暗にあって乗客Aが乗っている､､ 転手のレバー

ハンドル梓作(S〕で扉が閉ってエレベータは起動する｡

住釦客

ちにレコト

要求の階｢7階｣を告げると､ 転手は直

㊥をレ=Ⅰ･【ドする(〕エレべ←タが2階を

過ぎて間もなくアナンセ←タに7階の上昇(緑)ランプ㊥

が点じ､待暮Bがあることを知る｡融こ3階を過ぎて暫

くして､又待客Cの5階の緑ランプが点ずる｡エレべ←

タは4階を過ぎて減速が始まり5階に着床して､扉を閑

き待客Cを乗せる｡即ち プJ向の客ほたとえ7階の待客

Bが先きに呼んでも､階床の順序に先づ5階に停止する｡

運転手がハこ/ドル撞作で起動すると､粟芹Cは停止要求

階｢8階｣を･告げる｡

シグナルコレクチブコン1､1コ･-ルでほ 熟藍の階床釦
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第17図 シグナルコレクナブコソトロール方式に

於ける運転手による運転図

Fig.17.Operating Diagram of SignalCollective

ControIElevator Operated by Operator

は最上､最下階を含めた停止階床数ある｡.従って8階の

レコ←ド釦ほあるが､シグナルコン1､ロールの時は運転

手は押す必要はないので押さないり次に6階を過ぎる頃

4階の下降(赤)ランプが点じて下降の待客Dを知る｡エ

レベータは71頓に停止して乗客Aが降り､待客Bが乗る｡

8階に至つで乗客B,Cが降りる｡ 転手はハンドル操

作のみでエレベータは下降し4階に至って停止する｡待

客Dが乗り込み｢2階｣を一昔げ､運転手は(む釦を押して

エレべ←タを停止せしめ乗客Dを降す｡

階まで 転して待機する｡

第18図ほコレクチブに切替えた時の

茎転手Cよ更に1

転図で､先づ最

初ケーージは1暗に尿を閉めて停止している｡6階の待客

が下降の釦を押すとケ←ジの6階赤ランプが点ずると同

時に､直ちに応答ランプ▼が点じ､一方エレベータは口

勃起動する｡ケージが1階を れてから間もなく3階の

待客Bの上昇呼があったので､ケ←ジ内に乗客はいない

が3階の ランプは点じて停止を知らせる｡待客Bは待

客Aより遅くホール釦を押したが､階床が低く同方向で

あるのでエレベータは先づ3隋に停止Lて､待客Bが

第18図

Fig.18.

鴨
r
J
丞

釦
し
]
←
○

シグナルコレクチブコ∵ントロ←ル方式に

於ける乗客による運転図

Operating Diagram of SignalCollective

ControISystem Elevator Operated by

Passengers

る｡乗客Bは目的階の㊤の釦をレコードする｡5階に至

ってケージが停止して乗客Bが降りると､一定限時径庭

は自動的に閉って､最初の 客Aの呼寄に応じて6陪に

至って停止する｡この場合待客Aの呼は運行方向と反対

であるが､7,8階に呼がないので反対呼に応じて6階の

最高呼にて打動反転する｡待客Aほ乗り､目的階の④レ

コード釦を押し､エレベトタを起動させ4暗に停止させ

る.｡乗客Aが降りれば他に乗客もなく､後続の呼もない

ので一定阻時(15～30秒〕後日動的に
｢し

〉

め閉を MGを

停止し､ケ←ジほ4階で待機することになる､1

別に基準閲を要求される方式に於てほ､後続の呼がな

くなると-･･-▲定限時後日動的に尿を閉めて､ケージは某準

階に戻って後入せGを停__｢卜して待機する｡

(`)オーダリーシグナルコントロール

数台のエレベータが並設されている大建築のビルでは

その交通状況に適合した管理 転をすることが望まし

い｡その方法として従来に基準階(概ね1階)に出発倍

号老をおいて､その交通状況を監‡見しつ_ゝ信号指令をし

ていた〔

一書′



最近の日立エ レベー タの標準運転方式に就いて

第19図

Fig.19.

ヂスパッチ ヤ ←ボナド

Dispatcher Board

日立オーダリ←シグナルコントロ㌧-ル方式はこれらを

すべて自動化し管理者が一度選定して置けば､以後はす

ベて自動信号 置によって､統制ある運転を行い､乗客

への便宜を図って､合理的運転を行うものである｡

今A,B,C,Dの4台のエレべ←タがあって

混雑時 急行 転 A,Bエレベータ(1,7,8階専用)

反転運転 C,Dェレべ←タ(1,4,5,6階専用)

平常時 自動出発信号方式によるシグナルコン∵卜下ト←

ル A,B,C,Dェレべrタ

閑散時 最高呼自動反転式夜間運転 単独

点検時 単独運転

次に各々の運転並びに信号方式に就いて述べる｡

(A)急行並びに反転運転

ラヅシュアワ←に管理者が第19図のヂスパヅチャrボ

←ドを操作して切替える｡A,B2台は急行運転の1,7,8

階専用､C,D2台i･ま反転運転の1,4,5,郎皆寺川とな

る｡第20図ほその 行図を示す｡J

号方式としては停止しない階床ほ休止灯だけがつ

き､インヂケ←タの階床文乍は点灯しない｡ホ←ル釦ほ

押しても応じなく､応答ランプがつかない｡A,B号運転

手には 転盤(第21図〕上の急行を わす(8)文字が点

じて指示する｡箇停止しない階のレ=亡･-ド釦は全部無効

になるから､誤って を押しても運転上は支障ない｡

(B)自動出発信号方式によるシグナルコこ/トtL←ル

交通状態が平常に復すると､管理 ほデスパッチャー

ボードの切替スイ,ソテを柁作して､鉦勤H発信号方式に

よるシグナルコントロ←ル運転にする(⊃4台のエレベー

タは最初 転開始の時､1階に待機する｡その小の1台

だけがホールのインヂケ一夕の先発灯が点いて､乗客に

先発することを指示し､運転手には

よって予告する｡一定時間が

云盤上の先発灯に

つと､出発灯が点き､出

発を自動的に指示する｡先発エレベータが出発すると､

次のエレべ←タに先発灯は自動的に移行するが､先発し

たエレベータが規定の階床間隔に達すると､日動信号に

より､次に先発を指示されたエレベータに対し､出発信一

号を指示する｡又特別の場合先発したエレベータが規定

､--~

1707

ガ β C β

エレベータ

第20図

Fig.20.

急行並びに普通遅 線図

Operation Diagram of Express

and Ordinary Service

葦21図 さ墨 転

Fig.21.Operating Board

盤

階床間隔に達するまでに､昆時間を要した時ほ､一定時

限により出発灯が点く｡このように間隔的要素からなる

首動信号方式によって､道転状況を調整するが､管理者

の判断により､その道 間隔ほ調整し得るものである｡
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最近 の 日 立エ レベ ー タ

自動出発信号により一定間隔毎に出発Lたエレベータ

は､(2)のジグナルコントロ←ルにより､最上最下階間

をスケジュ← 従って一旦最上階に至って､

反転したエレベータほ､基準階に戻って出発指令を待つ｡

転手ほ他の数台のエレベータの運転状況にほ､全然

の標準運二転方式に就いて 1709

るエレベータは､統制運転にある 号制御方式から全く

独立し､他のエレベトタに関係なく運転できる｡

〔ⅠⅤ〕結

以上日立エレベータの最近の標準

盲

転方式に就いてそ

拘泥しなくても､出発信号灯を見ておれば､エレベータ

が或階吉和こ集ったり､間隔が開き過ぎることなく､統制

ある合理的 転が出来る｡

(C)夜間運転(ナイトサ←ビス〕

夜間又は休日で交通量が極めて閑散になると､1台又

ほ2台だけのエレベータを乗客の要求ある毎に運転する｡

このナイトサービスの時はエレベータは最高呼日動反転

して､最短経路で秩序正しく短時間に運転する｡乗客及

び待客が無くなるとェレべ←タは､起動操作だけで基準

階に戻り､扉を開いて待機する｡

(D)単独運転

保守点検等の際運転する場合には､ヂスパヅチャ←ボ

【ド上の切替スイッチを柁作して切替える｡_単独運転す

の概要を述べたが､エレベータの選定は､その建物の種

類､交通状況等により容量､並びに走行速度が決められ

同時に運転方式を最適に選んでこそ､エレベータの輸送

力を100%発揮できるものである｡

近代建築のビルに設備されるェレべ←タは､今後益々

高級多肢な運転方式を要望されると思うが､一方その操

作は殆ど甘動化して､簡単容易なものとせねばならぬ｡

ェレべ←タの新設計画に際し､本稿が多少なりともそ

の参考になれほ

(1〕益江:

(2)大塚:

者望外の である｡

参 考 文 献

日立評論 34

日立評論 35

1470(昭27･12)

556(昭28･ り

実 弟397825 号

竪 軸 型 水

本案は竪軸聖水市発電機に放て､支持箇内部の~F部ブ

ラナット下頓に､環状軌条を取付け､この軌条にホイス

トを懸垂運行し得るようにしたものである｡軌条径か崇

ほ予め7k串のガイドべ-ンの配置径β1に酪等しく設

すれば､水率の分解に当り､ガイドべ←ンを軸方向に

直に抜出すことができる｡なお7k華の部品を容易に局上

げ得るから､分解作

きる｡叉

を安全且つ短時間に行うことがで

状軌条の一端を図に鎖線で示すように支拍筒

外部にまで延長した構造とすれば､ホイストをこの延長

軌条に連行して支持筒内部で吊上げた部品を外部に搬旧

することも可能である｡

(1滑川二)

車 発 電 機

清



(第38頁より続く)

区 別 登録番号

最近登録された日立製作所の特許及び実用新案

名 称 工場別

実用新案 405958

405978

405985

405932

405934

405917

405918

405919

405920

405921

405922

405924

405925

405926

405927

405935

405936

405937

405938

405939

405948

405949

405950

405951

405952 j

405953 毒

405954

405955

印刷機又は類似機械のエンドレスアンダシ

rト張力自動調整装置

止

蔵

冷

冷 媒 回

心 分

却

弁

収 装 置

離

遠 心分離機 の試料坂 出装置

壬1責

過

電子回析装置に放ける試料支持

電 子 墳 微 鏡 の 真 空 筒

遠

遠

Jむ 分 離 機

心分離機 の試料取出装置

千国徴鏡の如き真空容器内に戯ける物体
微動装置

ホ イ ス

ホ イ ス

ホ イ ス

ト 巻 胴

下 巻 胴 装 置

卜 巻 胴 装 置

回 転 軸 封 盛 装 置

洗 濯 物 絞 り 装 置

洗濯機のゴム ホ
ース引掛装置

洗 濯 物 絞 り 装 置

洗 濯 機 撹 拝 受 取 付 装 置

プ リ

川崎工場

川崎工場

川崎工場

栃木工場

栃木工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

∵多賀工場
l

:多賀工場

!多賀工場

多賀コニ場

一多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

多賀工場

寺猫

相西

河竹

関

=
冒｣

■
-
′
R
｢
一

士

勇正

武富

直

田島

沢岡

田内

崎馬

村

岡

喝

川 崎

肥 後
椎 名

光光

雄
夫
.
幸
忠

務

宏

彦

彦

光

光

ノ＼

小 沼 武 男

嘉 郎

益 子

益 子

益 子

益 子

益 子

益 子

益 子

(その3)

登録年月日

28.9.18

(第78頁へ続く)




